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物性研究所 に関 す る ア ン ケ ー ト
1964年9月4日
物 性 小委 員会
このアンケー トは物性小委員会の沃素に従ってー物性研の現状 ,将来に関 し
て､物性研究者の意向を広 く徴す るた率に､発送 した ものである｡
このアンケー トの回答の内容は去る7月12日の物性小委員会で報告 したが､
非常に貴重な資料 と思われますので､印刷し関係者に配布することにしたo
物 性研 究 所 に関 す る ア ンケ ー ト
物 性 小 委 員 会
要 旨 物性研究所は設立以来既に7年 を経過 して､その当初窄構想昼､予算
的 には噂完成をみてお りますっそして所内および所外物性魂係者の非常
な努力の結果 として､機能的に も着々と盤席の方向に向って居ます, し
か し､いろいろの事常により､最初予定 した機能のい くつかは､最初の
理想 とした形では琴現 されていない面 もあると､思われます｡物性小委員
.会では比の際､物性研究所の将来計画を慎重E･こ審議 し､物性研究所をよ
りよい ものにす る為の努力を払 うこ､とを結論致 しましたOそれが物性グ




集積するのではありませんが､重要な腎料 とな りますか らIL5軍に回答下
さることを希望 します｡
筒､物性研に 所属きれてい-る100人委員の方 々は､物性研の所内の
人 としての意見 と早 うことになると存じますDまたこのアンケー トは物
性関係の主な大学物理学教室にも出されて樗りますo 又御意見の出所は





本 ア ン ケ ー トの と りま とめ につ い て
鰍 ､委員会酔夢 飯 Ⅲ 修 一
本 アンケ- トは物性研究所を中心 とした もの_であるが､ある意味で歯性研究
の将来像に関 LJ我が国物性研究者の総意を反映 しているもの と考えられ るO
勿論経験豊かな年輩の研究者か ら少壮 の若い研究者蓬各層を網羅 しているの
で､その意 現の一部は極度に理想的であ り具体性に 乏 しい と思えるし,又一方
慎重過ぎる意見 も出されていると思われ る｡
併 しアンケー トの結果に関 し取換選択 を行 うことはアンケー トの主 旨に反す
るし､又その事白身一つの理念なしには行えない事柄であるか ら､本報告では
出来 るだけ忠実にアンケー トの着果 を取 り纏める丈の操作を行った.此 の際碍
当の短帝凄絶 を待ったが､それは物小委幹事 として飯田の責任で行った｡
以下その結果を示す｡ 筒各項 目に対 しアンケー ト回答の配置の頓序は全 く意




いるようにあえるか も知れないけれ ども､その点に以上の事情 を考慮 して受敬
って裁 きたい｡
物 性 研 究 所 に 関 す る ア ノ ケ- トの 椅 果 集 計
1.アンケー トは100人委員
総計 111通出され､内37の回答があった｡
回 答 率 37/111-33%
2.回 答 率
1 共同利用に 関係 して
i)兵伺利周研究所を利周 したいか どう-か o
ii)将来利用する計画があるか,そ の内容





Ⅴ)実際 に 利用 して満足であらたか どうか｡ もし感 じた不便が
あればその内啓
伍)~物性研による所内外の研究者に一般:･=開放 している施設 と
して､英二項実験室 ,低温液化室 ,化学分析室 ,試料作成室
大型電子計算室 ,サイクロ トロン室 ,電子額徴鏡室 ,車睦
子挽回析宴があ ります｡ その各 々についての御意 見0
両i)他にどういう共通施設を置 くべ きで L/ようか. その理由
viii)物性研の各部門 も憎乗 るだけ共同利用を考慮することにな
っています ｡ 各部門Eこ対する意 見 ,注文
ix) 物性研の兼題実験室の刊周や研究会に関する事項は､物性
研英同 期 用施設専門委員会が頗放っています ｡ 英同利用施
設専門委員会に対する意見 ,注文 ｡
II 研 究の ピークを旧す ことI:･=関係 して
i)物性研究所 内で研究の世界的 ピークを揖す事は出来 るか.
できると予想 され る場合どうすればよいかo
ii)研究の ピークを出すために普通の大学以上に物性研に期待




rII 共 同 (協同)研究に関係 してi)物性に関 して共 同研究の方法はどうすればよいか｡ (物性
研 ん含まない もの と考えてよいO)
in 共同研究の車で 物性研の占める立場に対する考え方 ｡
iii)英同研究のテ←マとしてや りたい事｡
ivy一般的に共同研究に対する意見?
Ⅳ 物性研 と各大学 との関係に 関す る意 見 ,希望


















ii)物性研 と各大学 との閏には人事 の交流 がなされ ることが望
まれています｡ それに関する意 見 ,希望 ,具体的 な埠 案 ｡
Ⅵ Ⅰ 物性小委員今で全国的 な典同研究を促進す る目的で､全国的
な規模で組塘研究を零蒸 し､研究費や,人員等 も考える懐 な
英同研究協議会の構想が討議 されていますOそれ に対す る御
意見 ｡
Ⅵ‡工物性軒の将来 に 対す る希望 ,恵 晃｡
Ⅸ 原子核~研究所や プラズマ物理研究所では､共同研究に関 して
物性研究所 とは多少異った形の運営 がなされています ｡ た と
えば共同利用管理の方法 とか兼同利用設清の一部の大学への
鯖 周とか､客 員研究部門制度 とかであ りますO此等に関遷 し
▲
て､物性研究;fT野の将来に対す る意見 ,希望.






昭 利弼したいが公務の都合上利碍しに くい状態 にある.
(･cl 基礎的な研 究の設靖 と頭喝 が不 整L,ている聖で積極的'ニ
列間したい ｡
(G5 現在の所特に利博したい希 望な しO








ii)p将 来 利 周 す る計 画 が あ るか その 内容
内 訳
は 超 高 圧 設 備
(t3 客 員 研 究 員
(d 近 い 将 某 に お い て 計 画 な し
凋 鈷 晶部 門 と強 誘電的 田転 移 の Ⅹ線的 研 究
[尋 磁 性測 定 高圧 (協 同研 究 設備 利 桶 )
用 具 体 的計 画 は な い が将 来 は利 周す る一で あろ う
'f_由 研 究 会 ,輪 講 ,討 論
冊 試 料 (単 結 晶 1 作 製 ,電 子線回 折 (表 面 検 査 ) ,液 体 Ee
の供拾 ,化 学 分析 ,短 期 研 究 会
(i) サ ロ-ン (コ- ヒ牡 IE_凝る) を 作っ て常 時利 周 で き る よ うに
して ほ しい｡
bD 遠 赤 外 実 験 ,サ イク ロ トロン共 鳴 ,硬 練水 素 を利 用す る実
験 っ 0.loK以下 の実 験
囲 極 低温 で の 滋 気 共 鳴 実 験
(1) 試 料 (単 結 晶 ,薄 膜 ) 製作 ,精 度 を上 げ た い場 合 の 測定 器
の利 用 ｡実際 の 協 同研 究
iii)利 間 した こ とが'あ るか, あれ ば その 内容
内 訳
(a) 利 用 した こ とな し
個 化 学分 析
(C) 短 期 研 究 会 出 帯
(a) 液 体水素濫 獲 附 近 の p-Insp の電涜 磁 気効果
(e) 遷 移 金 環窒 化物 の鯵 磁 気英 鳴
(fl 嘱託 研究 員
(a) 電 子 挽 回 析 ●,液 体窒 素 の供 給 を受 け た
(h) 電 子覇 微 鏡 ,ボタ ン炉
























物 性 研 ア ン ケ ニ ト
曝し
(jl 単結晶試料作製
囲 磁性 (fle温度で)測定 ,高野によ る新 物 質作 製
(11 毘e温度におけるCs ,BT結晶の 光 伝 導 灘定
(d 強鍔琶相転移 ,大学院学生滞在中


















(a) スリッパになるのは不便Oヘ リコ プ ター の音
(e) 京大では職員よG)も大学院DCに 利 揮 L/て貰 う考 え で あ る｡
この際大豊喋学生の鞄態が不明準 で 滞 在 費 旅 費 共 だ 不 当 に
低いと思 う｡
相 投肇が一台なので所内研究者の使 用 を 考 えれ ば 虐 む を 得 な
いと考えろZ),.毎日利別 臼棄たわ け で 寝 な い ｡
細 物牲研の都合 とこちらの都合がうま く一 致 す る琴 を え Elぷ
のが必ずしも容易ではない｡
(htl 今の-6)-r何 も感じない (研究を始 め た ば か り等 で )












1周 Liq,.fI2与こ対 し､ 10時 位 か ら顔 出 せ ぬ カも (b)混 在
較 正 等 の た め 蓮 を触媒 等 で eq.抱 に出 きぬか .
2 核 磁 気 共 鳴 の利 桶希 望 が Capaci七y を上 廻 る こ とあ り
3- 短 期 研 究 会 は有益 で あ るが､現 状 確 認 丈 の よ うな もの
もあ る｡
vi)物 性研 きこは所 内外 の研 究者 に-額 に解放 して い る施 設 と して､
英 同実 験 賓 ,低 温 硬化 室 ,化 学 分 析 宴 ,試 料 作成 宴 ,大型 電
子計 算 機 室 ,中 性 子線 回析 零 ,サ イ ク ロ トロ.ン垂 ,電 子帝徴
鏡 賓 が あ ります ｡ その 各 々 につ い ての御 意 見
内 訳
(a) 兵 適 施 設 を利用 す る際 ① 膚接 iこ利 用す る方法 と ② 各 部
分 に属 して利 用 す る方 法 が あ･るの だ と思 うが それ らの関 連
が 明確 に は わか らない
(b) 一 般 的 に どの程 度 , どれ だ けの もの が開放 され てい るか わ
か らな い の で 性能 所 外 に 開放 され る時 間等 を くわ し く く り
か え し公 告 して ほ L'い ,物 性研外 の研 究 者 に どの 位 の 自 由
度 と制 限 義 務 が あ るか o具 体的 に書 い た棄 内書 がほしい｡
(C) 共 通 実験室 IJCつ い て 何 も知 らなかっ た
(a)中 性 子 線 回析 研 究 用原 子炉 (fligb flux 黄 海村 だ げに よ
らず ) を設 置す る とよい ｡不 可能 な場 合 は物 性研 の分室
を 寮海 村 に設 置 して質研 の 常 子炉 の 積極的 利 項 を行 うべ
きで あ るO庫 性 子線 同所 の装 置一 台 で は共 同 利 周 の需 要
:･こ応 じ きれ ない の でせ めて もうー 台 ほ しい,1-
(el 化 蛍 分 析室 17=もつ と人 員 が欲 しい ･,
用 共 同研 究 中回 数 昆e 硬化 装 置 故 障 o:Jた め 揖主張が糞駄 :こTIi:
っ たo
(gl 別 ミこな L,
卸 上 記 の 内- ,二 を除 けば 各大 学 が持 て る棟 努 力 した方 が






(i) 計画当初のOalつaCityの ?stimaもionがむずか しく､
,施設が必ず しも満足!･こ利博され る状態にはない｡
(j) ｢試料作成窒｣は共同利得し…こく～､っ 設鯖 を増強 して一
部は完全 な開放体制 として半年単位 ぐらいで申込を受付
けMachineもimeの割当 もraining等 管理体制 も整斉
してはどうか｡また ｢低温室｣のサー ビスはEx｡ellenも
であるか附:Teの道格環境等の準備 を急 いでほ L,T･､
囲 開放施設があっ て も時間的 に利周出来 ない場合が多 いか
ら試料作製化学分析電子琴微積笥彰等のサー ビスをして
くれ る ｢中央 サービスセンター｣の様 な も･のがどこかに
欲 しい｡
(i) 施設の担当の メンバ -ーの仕事 が多 くな りすぎて大変気の
毒 であ る｡
鍋 一兵通実験賓にすべて入 るがは間極で-I,るO(兼頂実験室 と
言 うか らには外部の要求を入れ るのが当然)
柚 兼適施設の利槽希望は多いが､Fjf内の研究者:=も十分利
甲でき る ｡ それは スタッフの数が間籍であ る ｡ 担当 メン
バーはOverload_になっているが､それについての蔑 見
が物性研所長に押 えられたことがある｡そのようなこと
もな く､廿 ように したい っ
回 華 涌実験零 と!･､うからは外部の嬰求が多 くなって もそれ
を喝 うよ､ろ将来計画すべ きであるO叉一方F,/qlえばfle が
外部で白雨!こ購入用乗 る喋に もし､なると共同利周の意
味 が うせれ よ う ｡
強力勉に どうい う典涌施 設を潔 くべ きでしょうがその理由
内 訳
(a) ｢串央サ ービスセンターの様な ものを希望す る









(e) 文献資料 センター,ある物質の結晶形を勿 わた昌とか特恵
の問題E=関す る文部 を･知 tlたい とい う希望flこ′答えるもの .
訓練すれば秘書的な人2-3人でよい





(a-) リアリツタ (ガンマ線 ,中性子線 ,･電子挽)
(A) 各蕃加速器 (電子課 ,陽 子挽 ,重湯子祝,中性子挽)
I:11 分子線発生装置
t
廻 印 刷 ,出版施 設 (タイプ室 を置き専門のタイピス ト数-I;hjを
置 く)
(n) 試料作製室 (特殊試薬∵製作会社にあたる位の もの)
(.O) discussを要すo
lpt 共通鰭葦の推韓は物理研究一腹の問題であるC 物性ゲ ル-
プ ,物性研L=間題意語が多い｡技術 雪 '=希望のある職場を
作るような教授会が技術吾 と典そこ親身てなって努力しなけ
ればならぬ｡管理ではな く納得F.71い く鉢制 をつ くる賓 が非
常こ蔓草であるQ
viiiう物性研の各部門 t､出来 るだけ共同利鞘を考宿せること!･こなっ
ています ｡ 各部門に対す ろ意 毘,注文
内 訳
















(dl 東通でない宴の共同利用 と～･､うのは適当でな く協同研究
の方向にゆ くべ きである




成形態が大学附置研究所 と変 りな くなった｡共同利周を





囲 図書館を部外に も開放 してほ しい
(i) 所員の犠牲がないように制度化 して他から遠慮 な く 利 用
できるような体制 .'=しては LIい｡
(封 共同利用:二時間をさけるような助手等の技官 を 置 く 必 要 あ り ｡
囲 将来計画を考えなお寸時 である
ix_)物性研の共通実験室の利軍や研究会に関する事項 は､物性
軍兵国利周航設専門委員会が取放っ ていますっ共 同 利摺惰
設専門委員会:･=対せ る書 見 ,注文
内 訳
(a) 地方をこいる物性研の内容や動向がよくわか らない ｡研究
会等の内容決定に もう少 し,勉か F'の意 見を反映 させるよ
うに






用 新 し～･､ゼrojec七 を もっ て研究E,二者手で きるような
Pm3-ec七 のた めの予算 (,雫碑費) t,'<少 な7､｡滞在費
と研究会費 でほ とん どを占 る様 な現在の予算 構成は問野
le) ｢物性 j と亨､うワクをSp,vereん守 71うとい う雫田気 が
感 じられ､境界帯域 の開発に対 して冷淡 なよ う7こ思 うっ
博 研究所 員また所員 との個人的 なつ なが 打のあ る人 ;ニよっ
て実際 三二決定 され る両 が多 T､O これ は運営 を円滑･:=行な
' ろためにはよいが問題 を含む
(尋 何 71,してい るのか知 らないので意 毘な し
軸 物睦研究の性格 をよ くつ かんで運営 してほ しい｡ 研究会
はいずれ も非常;=有益 だった
(i) 現在 のや り方で大体 よi･､
(jj 基研の研究部員会義 と鞘 黄な任務 ,運営法 がなされ るの
が望 ま しT･､っ実 質的 な活発 な討幕 がなされ_討護内容が
詳 しく公表 され る事 を望む｡
匪) 公表 を望 む
II 研 究の ピークを冊す ことに関係 して
Ii) 物 捜研究所内で,研究の世界的 ピ-クを恨せ こ とはできる
か､ で きない と予想 され る場合､ どうすれば よ'､か
内 顎
回 侶薬 又,t忠 ろ (強化すべ き点1
aつ試 チ′W/E撃部門 (専門 メーカー華にう
β∩他大学及 び メーカ-研究所 との韓触
γつ所員は研究太位でぬ くこと
8つ戸谷の芋で実験 し､助手!,こたよ らず襟 帯番員全を環 ら
+ r LIヽ- ,_
(a)′で きなI､等失礼な事 は とて もいえませんO
脚 椙来 るべ きであ り努力 されね ばな らな～.A,











システムその ものの改変を必要 とす る









鰻綾 をいじくっ て もピーク寝相ぬO 唯物睦餅は折角
立派 な研究者が屠 られ るのE-=宿互問の連絡が十分 で
ない横にあえるのは残念
囲 物性研だけの問 題でなく日-/&全 体のレベルJの間確であるO















(a) 期待するのが当然 (それを期待 して作 られたのだか ら)
(b) 期待 したい








○新 しい揮究分野の開拓 ,例えば各種放射線 を使っての物
軽ーの研究





iii)物 性研で研究の ピークを出す場合 _,各大学 との椅互関連は
どのような形になるか
内 訳
lE!1 物性研は麺の大柴 .会社の研 究 を 剰 轡す るような先端 の
研 究の芽を生み出す こと｢
(bt 百分 .(及び他)の所で出た芽を核f=L,た典 同研究を発畏
上せ る,
(C) - 顔の小 さい研究単位ではできな･いよ うな もユ皿eSCale



























掴 物性間が ピークを侶せる横各大学は協力 し大学は人事の
交流 ,実験施設の利用で思想を受ける｡ また物性研の研
究員は各本学で専門的に喪秦をする｢
(1) 校嚢 が二 ,三倍になれば別々に研究が行われて ちょいの
ではな!､か,(物性研は各大学研究宴の寄せ革め･!ニすぎな
T.ll),I)
四 時 と壕 合Eこよって遭 うか ら-がい,'･こ.言えない











用 任期 1- 3軍の長瀞研究員を各大学 より葦Eljjして選 わ込む
iv)研究の ピーク:=関 して各部門への意 見
内 訳
ljl ピーク:ニなってT､る部門 もあれば､旧帝大報の所もある｡･




強化 し､ また新 しい分野 を開拓する意欲 を示 して欲 しいo
III 英 伺 (協同)研究に関係 して




(b) fine Tつarti(jle の英同研究･I7)ような形 が-つ の乾例
と考えられ る.､物性に関 しては原子核実嶺 ,芋有線の場
合 と異なるが物性研が権進力 とな り英 同研究が活発に行
なわれ るようになってよいのではないか 〔
(C) 短期研究会の方式は物性研 と利周す る尭同研究のあ り方
としてはペ ス トの ものであるがよf)顛一幕的:こするために
.研究会が謂かれ る卓 帝!ニSubgrouT)の討読 み行 うことや
や研究の葦展をConもro1した り情報の肇数を行 う機関
を設 ける寄
(a) テーマを全･句の人か ら響求をとってその中で重要な もの
のみを隼中的.i,こやるO
(e) 職員の薬同研究は現代ではむつか,L T･､｡ 行 くなら外国に
行 くOそれで大学院学生の機動性を認めて典同研究の枠
の*で物性研や色 々の;r]-)子に行ってやれ るように してほしいO








このよ うな場合 吹 助 力 す るタ' Q 陛講 をす る ガ といったカ
ウンセラー式の綾織又はゲJi,-プのような ものがあると
典 同研究の促進f=役立つ と思 う｡
(cg) 物性研短期研究会が総合的なProject の検討 とい う意
味 をもってい るのは大変よく形式的にならない横!･=しこ
れを伸 したいO
囲 .自由:-こ行 きたい研究室に行 き討論ない し共同研究が揖来
るよう:=してはL,い (金の心壁 もな く)一長期出張が闇乗
るように人的余裕 もほ しい､
(i) infarmalな Snall groupの discussio‡ユの場を
作る｡
(j) 物性研究の複雑性桑考えると噂 と場合:ニよっ て方法かきま
る｡ ｢か くあるべ LJ とは言えない｡
囲 流動性ある講垂をいくつか獲得 し公募 したProjectに
ついて厳選の上 5年位 の見通 しでやってはどうか｡ (設
婿の保管転換 (大学間)をみ とめ衛は原則 としてあげて
お く｡外部からは兼任でとり､内部か らは任期 をつけるO
(11 各専門間の情報交換をよくす るこ とが先決､そして物性
研 と連絡する｡





(a) 物性研は共同研究者 を受入る立場 にあるが物性研のイニ
シアチブで出したものでない ものを受入れ る必要はな日 ｡












回 物性研は共同研究擾進の母体 となるべ きであ るが､研究
者 がそのために時間 と労力を使わないですむような工夫
も必要 ｡
(a) その占める泣犀は大きい (白茶で一番充実 した物性研究




(f) 地方大学院学生研究者が半年位い滞在 した りす る機会を
つ くる｡
(g) 学生関係の碓用が少ないので連絡事務 (短期研究会)杏
とることは多少多 くなるか も知れ ないO
裾 当分は大学院学生 (DIE;)を 介`Ibて協同研究 をお世零 し
て頂 きたい と思 う｡ それ以上を望むのは当方 も力不足で
層手に無理 と思っている｡
(i巨 時期な立場 とい うものは考えない｡
(3') 研究のセンター的役割をする (しか し常に物性研がセン
タぺこならぬぼ ならぬわけではない)

















す ることを意図 して,旭か ら持 ちかけられ るもの
回 客員研 究部門の創設 ,長期研究計量等 (基研で
ているような)の方法を検討す る必要があるっ大部






回 軟Ⅹ魂 ,真空紫外領域 の同庫分光学特に電子 シンクロ ト
ロンの軌道放射 を光源 として利用す る実験
用 固体のバン ド構選 の計 算
(e) 状態変化 の研究 (相転後Ⅹ線的研究の問題 ,色々な手環
を使って
用 やや複雑な磁性化合物 (単結晶 ) の磁気 とその起因｡
lB) 高E下の層図
卸 金馬の強磁性 ,反強磁性
(i) meもa11ic 弓もate と insulatlng State との
tra.nsition
(a) NaN02 等Eer_roeleeもie物質 の 分子論的研究
iv)一般的に共同研究に対す る意 見
訳 -
(a) 菖由にや りたい研究室 と討論 し典 同研究椙来 るよう
にしてほ しい｡













(C1 共 同研究の下地 (その条件を確現せることが大切)がで
き~てないと共同研究はな り立たない｡
(a) 研究力を活発化 し､研究水準を高め域常 を挙 げるのに有




(月 大学 と会社 ,大学の研究室同志の間で行っている場合で
も始めか ら仕事の分担等はっ きり頼定 レなければ-lJiつか
しい ｡ 物性研で ももつ と制度化 して嶺定 した方がよいの
ではないか ｡
(g) 理論の分野では研究会 を物性研が世話す る事が望ましい ｡
囲 ある研究室 でよい仕事 が揖たらそれに協力 (旭の研究手段
段 で研究す る)する形で共同研究が孝事訪れることが望ましい.
(i) 日本中の各研究単位の間に壁 がな く共同 したい時 に損来
るようになるのが垂ましく主だった人が先頭 に立って親
織の作 る事 も必要になるだろ う｡
tj上 期 司q研究 ガと共同 牧利用 "との差をはっ きりさせた方









極 を理想 と思 うが､ その為には全員に任期 ,選任に民主
的 である必要がある｡ 文典同研究をや るためには胃分が




Ⅳ 物座研 と各大学物理学教竜 との関係に軸す る意 晃,希望
内 訳
(a) 別になし
(b) 核研 との絹係 とは全 く異な りllfい将来に各大学が持 ち
得 る共 帝焼殺である｡
(C) もつ と密■接な協力交淀関係
国 物性研所員 (教竣功類ヰ受)の半数位は大学学部 との兼
任にするのがよい




(I) 私学 ,地方大への連絡を密 :=してほ しい (だ し担げ.1=
アンケー トを出 されて も分 らない点が多い)
(g)大学院生に対する教育を目的t'=した研完全的な もの
(講習会でよい)物性研が世話招来たら有難 い ｡
囲 ｢物性研だより｣に大変重宝 してい る｡ もつ と会費 を
Hiして もよいから沢山の人に行き凍 るよう.,
(i) 大学院大蛍の葦'-%邪と同じ条件の もとE,=大学院学生が

















(a) 利設 時 の期 待 :ここ答 え る よ う運 営 され るのが 望 ま･LI､｡
某 研 の運 営 委 員 会 と!'iiT祥 な任 務 ,運 営 方法 が 望 ま し?､
が無 理 の こ となの だ ろ うか (
闇 運 営 !ニつ い て 何 も知 らない の で どの標 に運 営 され て い
7'7,.)こ報告 して ほ しい O(少 くと も100人委 員 …こは)
C) 実 質的 な もの にす る こ とα
dl 何 ぞ-してい るの か懲 りませ ん o
el 研 究 員の事 務 が多 くて心 電 で あ る｡事 務 :=わず らわ 茎
れ ず に研 究 出来 る様 な軒膚 が必要 ､
(=1 協議 会 員 だ が､ 十 分 葺 く行っ てい る とは思 わ ぬ が 触 句
外 努 力 して!,･､るO喝 外 の 研究 者 の 意志 の 公 約 数 が判 ら
な い 〔
(g) 共 同利 用施 設 専 門 委 員 の 注 文 と同様 ー 決 定 事 項 は勿 論
簡 単 な 議事 経過 を物 性 研 だ よ t),物 性研 グ jL,一一プ事 務
局 報 等 に出 して ほ しい っ
Ⅵ 人 事
i)物 性研 q?現 在 の 入寮 の進 め方 に対 す .る蕎 星 ,希 望
51%
内 訳
(a) 助 字 の 瑚現 を-率 に決 め て あ る事 は実 験 部 門 に 関 して
は 漂 い面 の方.が 多 い'｡
嘩 物 性研究 者 の 碍 牢関連 を強 め る方 策 を簿 て る こ とO
(C1 物 事 だ け に任 期 を決 め るの は片 手琴_.ち で教授 ,釣,教授
に も期 限 を定 め て, 人事 の埼 動 をは か るべ きでみ るっ
(dl 所 員の任 期制 を実 質的 に実 現 させ るo
te) 特 :こ不 満 は な い｡












伺 最 鼻の人をむかえよ う｡
餌 人事 が東大.にかたむかないようo
ii)物性研 と各大学 との闇には､人事の交流 かなされ ることが




(bl 現状では客員研究部門 を活用す ることで交流にかえる｡
(cl 物性酢 こ限 らず移 りたい とい う希望が奉れば反対せず周
囲 も積毎的に努力す る事 が必要 である｡ 日衣 では今まで
永年やってきたか ら定年までや りたい｡また､やって も
らいたい とい う気韓 が強す ぎる｡皐し暮しは人と場合こよる.
(a) 各大学 i:り毎年 1- 2名物性研:こ送 り込む ようなsystem
が よーい と思 う｡
(e) 現在の公務 員制度の下ではあま り制 約が多す ぎて私は少
々悲観的 です｡
(f) 講垂制で しぼ られて行詰 りが起きるのを防 LEす る意味で
核研 ,基研のように人事､の交流 があった方が良い と思 い
また任期制を考慮に入れ た方 が人事 が弾力的 になるので
はなかろ うか｡
(g) 交環は望ま LJいが実際には一部の大学に限 られて しま う｡
･(印 短期間の入れ変 恒ま非常讃､ 10年位たっ た ら賛替 した
方がいい｡ 一般的'=は人事の交流にはVaCanCV a,'必要
で共同刊喝研究所の一部に流動的な T10St,がは しい とい
うのはそ うい う両 もあるQ
(i) 菅野 ,育種 ,≡萄民 らの研究グjL,-プは 1つの望 まし7､
形 であ る｡ (理論の実験両面 での利用)









資■料 二･JT 一 一
積極的に保管転換 ,貸与することO
(11 各大学の設衛 を物性研韓み:ニ引き上げる努力が必要 o
(物性研の所員に任期 をつけるのは現状 では不 可能であろ
うか ら)
(各大学-物性研 とい う人事 の動きは可穂だが､逆の句き
き うま くす るときには各大学の設靖が部分的にで もよく
な らなければ不可能)
掴 教授 ,助教j受に も任期をつ.けるo
助教授以下に任廟 を うける 助教授 7年 助手 5年
(A) 各大学の公募f=際 し物性研研究者が応葦す る横に努めるO
各大学酢 こも.研究設備などで極端な格差がないよう:=する｢
回 物性研を各大学の共同の場 と考えるならば大学間 との人事
交流の問題は損な い ｡ 歯性研が一つの独立 した ものである
所に間眉 が出て栗 る｡
(p) 讃 軍制を療LEL､研究テ｢マとし教授 ,助教授 ,助手クラ
スの研究象を鼻薬 しそあテーマは2- 3年 までを限軒 とし
終ったE,解散 して各臥敢属tの大学 ,研究酢 こ帰 るっ
(q) 年間定常予算O,;少い琴在､人事の交流は理想通 りに行かな
い.(予算増額にすべてがdepend LJてい わ
(r) 軍産の制度の もと､では事実上交滴は不可能か も知れないが
哲再読率 を2つ3つ作 ～)これを流動的に使用してはどうか C
図 現在は昇格昇任でやつ と行われているO 同格同志間の交流
を盛:こせ よQ､,
ⅥⅠ 物性小委員会で全国的な特同研究を促進す る目的 で,全項的な












(C) 物性将来計画の考え とマッチし, それの実現が樺進 きれ る
方向を希望する｡
(メーカー研究所の研究者間の共同 も物性研 ,大学の研究室
聖中心 とした ものであれば可能 と思われ るか ら)
(a) 英 同研究協市会がtli来たとしてその塵取の及ぶ竃閏は英同
利伺研究酢 二限 られ るべ きであ り,間接的に･も各大学の要
求希望…こ圧迫 を加えるべ きで隼ないo
(e) 大変結構 (.内容を公表す るのが望 ましい)
周 行きすぎて研究の練制のようなことにならない機に､I魂在





OH 雲 の上の話にならない標r:･= ｡
(k) 非常に結構,特に予算配分が納得の行 くや り方で我 々白身
で汝定 したいと思ってい ます ｡ 又年次計画が立てられ るの
は非常な力:こな ります ｡





う必要があ るO何をやるべ きかは研究者:ニおL､て窯蒸 し､
それ を可鱒ならしめる研究員 ,人員等を検討すべ きであるO
(n) ･,lf同研究協畜舎 としては物性研.:ニおける英同研究の~テーマ












額 導 性 が衝 突 しな い 受階 を塑 当 せ よ, ,
1Ⅲ工 物 性研 の将 来 に対 せ る希 望 ,意 見
54%､
内 訳
(a) 半 導 体 (或 は 広 い苦 味 で の非 磁 性 体 ) 灘門 が も う1講 頃
作 られ て然 るべ きで あ る.
(b) ｢物 性｣ とか ｢ピー ク｣ とか I･ここざわ らず 持分 の興 味 の
あ る研 究 をコ ツ コツ とつ み重 ね る人達 が伸 々 と育 つ 場 に
なっ て ほ しい 0
回 啓 業 界 と物 性研 との 関 係 を もつ と緊 密 に しては LT･､｡
(a) 研 究 員 と実 験 施 設 が老 朽化 しない よ うに気 をつ け て ほ しい｡
(8) 莱 :司利 周 を第 2轟 とし､ 研 究 の ピー クを皿 す こ とを第 一
奉 として進 展 す る こ とを希 望 す るo
昭 博 に な しO
は 物 睦の 研究 菅 は将 来多 数 臼圭栗な けれ ば い け な い の で現在
の 物 睦 研 を唯一 の もの と して あ ま り多 くの 庄 文 をつ け て
は な らない O多 くの研 究 所 が揖 きその 各 々が特徴 を待 て
.'f弓日 と思 い ます O
裾 完 全 :ニ共 同 利 用 睦 を もつ 物 性研 を別豆 作 っ てほ しいり
(i) ちっ と開放 的 で争っ てyliしい P,(運 営 ,英 軍利 甲の両 面 で)
酎 将 来 の 肇界 と希 望 (事eak を 作 tl賭 奄 して行 くよ うう
囲 ｢物 性 ｣ とい う意 味 狭 く哲 ら取 らない 方 が畢 展 性 があ るO
(11 今 とたっ て は 物 性研の 設 備 は ピー クで な くなっ て い るか
ら貢 点的 :ニ設 靖 の増 強 を計 り､ 一 方地 方 の設 肇 も物 軽研
な み :･=ととの えた 711｡ 卑
･, 希 望 を持 ち､ 両 者 共 栄 が最 大 の 希 望 O
囲 メ- カー研ご究T斬T向 きの任 一期 1年 (～ 3年 )客 員教 授 ,助
教授 の ポ ス トの-71*討 せ よo
国 物 理学 総 合 研 究燦 溝の題 額 t'ニ入れ る こ とが演 切 で あ り入･






物 性研 ア ン ケ ー ト
(a) 発 づ 広薫 の葉 同利 用研 の 任命 (物 睦研 究 グル ー プの 車 検
とな る こ と) を果 してほ しい ｡所 員 会 ,協訴 全 き 含 む運
営 顛 靖 の検 討 が必 要 o
Lr) 執 事 層 を含 吟 た所 員会 蓑 を送 り､ 協 韓 会 を運 絡 して
的 な運 営 委 員会 を造 る｡
(q) 緒 に 試 料 作製 部門 の強 化 と基礎 デ ータ ーの 集 積 O
Ⅸ )原 子核 研 究 所や プ ラズ マ物 理 研 究 'El-)tでは英 同 研 究 .'こ関 して物
性 研 究 所 とは多 少 異 っ た形 の運 営 が され て い ます ｡ た とえば
兼 同 列 周管 理 の方 法 とか､ 共 同利 桶設 清 の一 部 の 大 学 へ の備
周 とか客 員研 究 部門 制 度 とか で あ ります ｡此 等 に関薫 して物
性 研 究 所 の将 来 に 対 す る意 見 ,希 望
内 一 訳
餌 核 研 ,プ ラズ マ駅 で やっ て い る事 で物 性 研 で と り入 れ て
よ い と考 え られ る こ とは進 ん で頗 り入れ る よ うに制 度 的
I
難 点 :ここ ざ耳つる必要 は ない C
(b) t物 性 "実 験 は､ 棲 ,プ ラズマ賢 験 とは 性質 が異 な るの
･で現 状 で もLJZ)'た か ない.
(C) 物 性研 は物 性僻の 考 えで進 ん だ らよ7､｡
(dl 発 想案 に誓 うがすべ て の-,ft同研 究 研 ぐと 九 か ら照 怒 る も
の も含 め) のや り方 をほ ぼ 同 じ シ ステ ム特 .7=人事 (有限
年 限 の研 究 職 員) に つ い てそ 十する と人畜 ,n更 席 が よ く
な り窄 率 が上 るO
(e) 瑚 牽 化 して 控同研究 として個 人 で は で きた 7･､よ うな大 規
模 で進 め るべ く計 画 を持 つ べ きで あ る〔
用 客 員研 究 部門 を設 け ろこ と｡
(g) Staff が変 っ た時 ､ 軒の設 備 の不 揮 な もの を大 学 に供
増 し又 弼 E,しい設 靖 を送 れ る よ う:こしたい ｡
(h) 軌 ま核 研 な し:二は何 も根来 な いか ら利 用者 が主 とな り､





つ の一丸 むではあっ て も, 各大学研究零 はその足ではないO
その手 を考えて運 営せ よ｡
(i) 大学院 を韓つ大学の物理教室 が､物性研にこっ位 PoSLi一
tion を待 ち, 1,2軍で人員 を交代 させ るoBrookIや･:･I
bavenで行ってい る｡ 英 同研究が旨 くゆ くと思 うが如何 ｡




(a) アンケー トの回答の意見 を公表す るよ う1
桐 地 方の人;二もわか るよう内部 の情報や研究室紹介 を広 く
徴慌 しては しい ｡
(C)緯 :こ大学院草生 (DC)の麹 泣及 び協同研究 を行 う祭の
待遇等 を明確に してほ しい｡
(a) 物 睦研設 立の動機 は ① 物睦研の ピークを出すべ く優秀
な staff を集 め最新の設婿 をお く必要の あることO
②金のかか)る設猶 を一 ヶ所に集めて共同利 伺 され るとい
うことであるか｡① と∈)は両立 しない｡軍在 の物 睦研は
① が主 であ り④ が従 であるべ きではなかろ う刀) o
(e･) 一断 熱 TL究協襲 全の構想等知 らない ことが多 い O物小委帯
革領 .'こ滞 され てい るか｡
○
(f) 物 性間だ よ りを物性研究者 に関係する各簡委 員今の報等
研究会の寒路等を充分行える碓誌 'IL,て!,ましいo当面物
牲研究 .1物牲グル ープ事務局報 との寄務間厚 :こす る｡
月刊 :こしてほ し!､っ
(g) 助 手丈f7)任期 の意味 が判 Elな7･､0 ､
回 特 に破線 したい賓 は 特同利用 梅投 を トップ ･コンデ ィシ
ョンに置 くことは現存の人員構成では非常 な努力 で も不
可能 である｡ 定 員の埼充 その他の肉 づけがい る｡
(i) 物 性研の助手は所員 として研 究所運営 ～こ発 言健 を樟つの
が よい と思 う｡ 例えば数 名の助手層の代帯者 が所員会の
メンバーにす る事 が考えられ る｡
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